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月
形
町
と
の
か
か
わ
り

　

中
間
市
と
の
か
か
わ
り
の
き
っ
か
け
は
、

2
0
1
2
（
平
成
24
）
年
に
前
町
長
の
櫻
庭
誠
二

さ
ん
が
中
間
市
を
訪
問
し
た
こ
と
で
す
。
月
形
潔

に
関
す
る
取
材
を
し
て
い
た
作
家
の
桟

か
け
は
し

比
呂
子

さ
ん
が
「
中
間
市
を
訪
れ
て
み
て
は
」
と
の
お
話

し
を
受
け
、
櫻
庭
さ
ん
は
実
際
に
中
間
市
を
訪
問

し
、
両
市
町
の
間
で
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

月
形
潔
の
こ
と
は
地
元
中
底
井
野
地
区
の
方

で
も
人
物
像
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お

ら
ず
、
住
民
の
有
志
が
詳
し
く
勉
強
を
開
始
し
ま

月
形
潔　

生
誕
の
地

月
形
潔　

生
誕
の
地

　

月
形
潔
は

　

月
形
潔
は
1
8
4
6

1
8
4
6
（
弘
化
３
）
年
、
遠
賀

（
弘
化
３
）
年
、
遠
賀

郡
中
底
井
野
村
、
現
在
の
中
間
市
中
底
井
野
に
生

郡
中
底
井
野
村
、
現
在
の
中
間
市
中
底
井
野
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
月
形
潔
は
明
治
維
新
後
、
新
政
府

ま
れ
ま
し
た
。
月
形
潔
は
明
治
維
新
後
、
新
政
府

に
雇
わ
れ
警
察
官
僚
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
経

に
雇
わ
れ
警
察
官
僚
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
経

て
、
内
務
省
御
用
掛
と
な
り
ま
し
た
。
北
海
道
開

て
、
内
務
省
御
用
掛
と
な
り
ま
し
た
。
北
海
道
開

拓
と
集
治
監
建
設
の
命
を
受
け
、
蝦
夷
地
を
調
査
。

拓
と
集
治
監
建
設
の
命
を
受
け
、
蝦
夷
地
を
調
査
。

月
形
町
周
辺
一
帯
が
建
設
地
と
し
て
最
適
と
確
信

月
形
町
周
辺
一
帯
が
建
設
地
と
し
て
最
適
と
確
信

し
ま
し
た
。
樺
戸
集
治
監
建
設
後
、初
代
典
獄
（
監

し
ま
し
た
。
樺
戸
集
治
監
建
設
後
、初
代
典
獄
（
監

獄
長
）
と
し
て
開
拓
と
商
人
の
誘
致
、
道
路
や
橋

獄
長
）
と
し
て
開
拓
と
商
人
の
誘
致
、
道
路
や
橋

梁
の
建
設
な
ど
ゼ
ロ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
奔
走

梁
の
建
設
な
ど
ゼ
ロ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
奔
走

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

囚
人
に
よ
る
開
拓
を
進
め
る
月
形
潔
は
開
拓
当

　

囚
人
に
よ
る
開
拓
を
進
め
る
月
形
潔
は
開
拓
当

初
、
囚
人
と
寝
食
を
共
に
し
た
と
言
わ
れ
、
温
か
い

初
、
囚
人
と
寝
食
を
共
に
し
た
と
言
わ
れ
、
温
か
い

人
柄
が
伺
え
ま
す
。
そ
の
後
、
激
務
に
よ
り
体
調
を

人
柄
が
伺
え
ま
す
。
そ
の
後
、
激
務
に
よ
り
体
調
を

崩
し
退
任
し
ま
し
た
。
典
獄
と
し
て
４
年
間
務
め
、

崩
し
退
任
し
ま
し
た
。
典
獄
と
し
て
４
年
間
務
め
、

ま
ち
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
国
の
囚
人
に

ま
ち
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
国
の
囚
人
に

対
す
る
「
懲
戒
」
の
方
針
に
対
し
「
矯
正
」
を
唱
え

対
す
る
「
懲
戒
」
の
方
針
に
対
し
「
矯
正
」
を
唱
え

た
こ
と
か
ら
免
職
さ
れ
、
北
海
道
を
去
っ
た
と
の
説

た
こ
と
か
ら
免
職
さ
れ
、
北
海
道
を
去
っ
た
と
の
説

も
あ
り
ま
す
。

も
あ
り
ま
す
。

　

晩
年
は
福
岡
に
戻
り
、
九
州
鉄
道
会
社
の
設
立

　

晩
年
は
福
岡
に
戻
り
、
九
州
鉄
道
会
社
の
設
立

に
力
を
注
ぎ
、

に
力
を
注
ぎ
、
4848
歳
と
い
う
若
さ
で
生
涯
を
終
え

歳
と
い
う
若
さ
で
生
涯
を
終
え

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

中
間
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た
方

に
特
産
品
を
返
礼
品
と
し
て
贈
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
は
あ
ま
り
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い

「
ふ
ぐ
」
や
「
も
つ
鍋
」、「
う
な
ぎ
」
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
返
礼
品
が
あ
り
ま
す
。

月
形
潔
が
つ
な
い
だ

中間市中間市

福岡市福岡市

北九州市北九州市
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特 産
特
産
品
と
ふ
る
さ
と
納
税

特
産
品
と
ふ
る
さ
と
納
税

九州地方九州地方

１　

垣は

ぶ生
公
園　

約
1
0
0
0
本
の
桜
が
植
え
ら
れ
て
い

　

る
市
内
最
大
の
都
市
公
園

２　

屋
根
の
な
い
博
物
館

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
や
モ
ア
イ
像

な
ど
世
界
中
の
有
名
な
石
造
レ
プ
リ
カ
30
体
余
り
を
配

福
岡
県
中
間
市

人口　41,227 人（令和２
　　　年７月 31 日現在）
面積　15.96㎢
市の木　クス、クロガネ
　　　　モチ
市の花　コスモス、パン
　　　　ジー
隣接市町　北九州市、遠
　　　　　賀町、水巻町、
　　　　　鞍手町

市
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
「
な
か
っ
ぱ
」

し
た
緑
豊
か
な
空
間
。

　

見
学
は
無
料
で
す

３　

梅
安
天
満
宮　

梅

の
木
が
植
え
ら
れ
、

　

２
月
が
見
頃
。学
業
・

　

安
産
の
神
様
と
し
て

　

親
し
ま
れ
て
い
る

名
所
・
史
跡

名
所
・
史
跡

▲中間市の
　ふるさと
　納税

▲中間市の
　観光

１
２２

３３

　

詳
し
く
は
左
記
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
中

間
市
ふ
る
さ
と
納
税
」
と

検
索
し
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.city.

nakam
a.lg.jp/gyose/

kakuka/furusatonouzei.
htm
l

■概要

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
月
形
潔
に
関
す
る
学
習
会
が

中
間
市
で
何
度
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
月
形
町
で
開
催
さ
れ
る
樺
戸
監
獄
物
故

者
追
悼
式
で
は
、
月
形
潔
の
故
郷
で
あ
る
中
間
市

中
底
井
野
地
区
の
方
が
参
列
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

あ
り
が
た
い
こ
と
に
中
間
市
の
広
報
紙
に
お
い
て
、

過
去
に
櫻
庭
さ
ん
の
訪
問
の
よ
う
す
や
特
産
品
で

あ
る
「
ま
ん
ま
る
ト
マ
ト
」、
月
形
潔
が
北
海
道
開

拓
に
貢
献
し
た
偉
人
で
あ
る
と
い
っ
た
本
町
に
関

す
る
記
事
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
地
元
の
農
産
物
な
ど
を
販
売
し
て
い
る

「
新
鮮
市
場
さ
く
ら
館
」
で
は
、
毎
年
、
北
海
道

月
形
フ
ェ
ア
と
し
て
本
町
の
特
産
品
が
販
売
さ
れ

る
な
ど
の
物
産
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

月
形
潔
が
つ
な
い
だ
縁
を
大
切
に
こ
れ
か
ら
も

交
流
し
て
い
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
落
ち
着
き
を
見
せ
た
ら
、
ぜ
ひ
中

間
市
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

１・２. 月形潔胸像、碑文（平成 28年地元の方に
よって建立されました・中間市）
３. 月形潔像の下で中間市の方が竹灯

とうろう

篭に火を灯
すようす（月形町）
４.「新鮮市場さくら館」物産交流（中間市）
５. 昨年、植樹した中間市の柿の木（月形町）
６. 櫻庭さんが中間市を訪問（平成 26年２月）

１
２
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３

４

樺戸集治監初代典獄　月形　潔樺戸集治監初代典獄　月形　潔
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れ
、
近
代
化
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
そ
の
象
徴

と
も
さ
れ
る
施
設
や
建
物
が
九
州
や
山
口
県
な

ど
８
つ
の
県
に
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
産

群
が
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
遺
産
の
う
ち
中
間
市
に

あ
る
の
が
、「
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
」
で
す
。

　

日
本
の
近
代
化
に
は
鉄
道
や
船
舶
を
必
要
と

し
ま
し
た
。
鉄
道
や
船
舶
の
材
料
で
あ
る
鉄
を

作
る
た
め
に
「
官
営
八
幡
製
鐵
所
」
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
鉄
を
作
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く

の
水
を
必
要
と
し
、
た
く
さ
ん
の
水
を
送
る
た

め
に
建
て
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
「
遠
賀
川
水
源

地
ポ
ン
プ
室
」
で
す
。
1
9
1
0
（
明
治
43
）

年
か
ら
稼
働
し
、
な
ん
と
1
0
0
年
以
上
経
っ

た
現
在
で
も
水
を
送
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

１
日
に
送
る
水
量
は
約
12
万
ト
ン
で
、
こ
れ

は
一
般
的
な
小
学
校
の
プ
ー
ル
3
6
0
杯
分

に
相
当
し
ま
す
。

　

今
年
、本
町
は
開
町
1
4
0
年
を
迎
え
、記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。
式
典
に
は
、

本
町
開
拓
の
祖
・
月
形
潔
の
生
誕
の
地
で
あ
る
中
間
市
の
市
長
福
田
健
次
様
を
招
待

す
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
叶
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

中
間
市
は
月
形
町
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
月
形
潔
の
出
身
地
と
い
う
縁

か
ら
以
前
よ
り
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。
毎
年
、
執
り
行
わ
れ
て
い
る
樺
戸
監
獄
物

故
者
追
悼
式
に
は
地
元
住
民
の
方
が
参
列
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
月
形
潔
生
誕
の
地

で
あ
る
福
岡
県
中
間
市
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

中
間
市
内
に
あ
る
「
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
」
が
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
、

明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
の
ひ
と
つ
と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
日
本
は
西
洋
の
技
術
や
機
械
を
取
り
入

観 光
世
界
遺
産
に

世
界
遺
産
に
登
録
「
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
」

遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
」


